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草刈り機が原因で高圧停電事故発生！
新潟事業所 山崎 智之

草刈り機で高圧ケーブルを損傷させて停電事故に
至った事例をご紹介します。

〔状況〕
６月中旬の夕方17時30頃、老人ホームのお客さま
から「電気が全て止まっているので早急に対応して
ほしい」との連絡が電気事故受付センターにありま
した。当日は天候もよく、事故原因はなんだろうと
考えながら２名で出動しました。

〔調査〕
　お客さまに到着し、高圧設備の調査を開始しまし
た。構内第１柱に設置された高圧気中開閉器が、地
絡保護継電器動作により開放状態（切）になってい
ることを確認しました。高圧事故であることから上
司に連絡し、応援者と必要機材の手配を依頼しまし
た。
　同僚２名が到着後、安全措置を行い、高圧絶縁抵
抗測定を行ったところ、構内第１柱から受電キュー
ビクル間に埋設されている高圧ケーブルの１線が
0.6メグオームと絶縁低下していました。当該高圧
ケーブルは2010年製であり、製造後11年しか経過し
ておらず、自然劣化による事故とは考えにくく、第
１柱の地際周辺を外観点検したところ、高圧ケーブ
ルを保護している波付き硬質ポリエチレン管に鋭利
なもので傷つけられた跡があることを確認しました。

〔原因〕
　お客さまに確認したところ、当日午前中に第１柱
周辺の草刈りを実施したとのことでした。その際に、
誤って草刈り機で高圧ケーブルを傷つけたことによ
り、絶縁が低下し高圧停電事故に至ったものと判明
しました。

〔復旧〕
　高圧ケーブルの交換を電気工事店に依頼したとこ
ろ、高圧ケーブルの在庫確認が明日以降となるとの
ことでした。
　翌日、電材店に高圧ケーブルの在庫があることが
確認できたため、朝から復旧工事を行い、15時30分
に復旧が完了しました。

〔お客さまの声〕
　「まさか、草刈りが停電事故の原因になるとは思っ
てもいなかった。今後は電気設備周辺で作業する場
合は十分に注意するよう職員に周知したい」とのお
話があり、事故から復旧までの対応に感謝の言葉を
いただきました。

〔まとめ〕
　今回の原因は、お客さまが構内草刈りにより高圧
ケーブルを損傷させてしまったことですが、作業者
が感電や短絡アークによる火傷にならなかったこと
は幸いでした。日頃からお客さまとのコミュニケー
ションにより、事故防止と原因の早期発見に努めて
まいります。
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